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あらまし：本論文では，遺跡からの遺物の出土分布を表示する多様なシステムを対象とし，その多様性を，

遺跡と遺物聞に存在する階層性を考慮することによって克服し，統一的に扱う枠組について考察する．遺

跡と遺物の基本的な関連から始めて，地域の中での遺跡も含め，これらの閣の階層性について考察する．

次に，表示における要素として，全体，集約単位，ならびに，対象という 3つの要素を導入し，これらの

要素と遺跡に関する要素を対応付けることにより，多様な遺物出土分布表示システムを統一的に扱う．

Summary: There is a variety of the systems presenting the distributions of relics obtained 

from remains. This paper studies on the variety of these kinds of system. By considering the 

hierarchy among relics and remains, the variety of the systems is tried to be treated with a 

uniform framework. We begin with the fundamental relationship between relics and remains. 

The variety of the hierarchies is studied. The elements called the whole, the αggregαtion unit, 

and the tαηet are introduced as the elements for presenting the distribution of relics. Corre』

sponding the element on remains to one of these elements can bring us the uniform treatment 

of the variety of the systems presenting the distribution of relics. 
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1 はじめに

近年のコンビュータの進歩はめざましく，考古

学へのコンビュータの導入が盛んに行われている．

考古学データベースも構築され公開されるように

なってきている［1,2, 3, 4, 5］.遺跡は地理上に存

在するので，遺跡の情報は良く地理情報と関連付

けて管理される．また，地図上に遺跡を表示する

などして考古学的な考察を行うことも行われてき

ている［6,7, 8］.遺跡からの遺物の出土分布を表示

するシステムもこの範鴫のシステムである．ここ

で，遺跡からの遺物の出土分布表示にも様々なも

のがある．例えば，ある地域を表示しその中に存

在する遺跡で指定された遺物が出土してるか否か

を地図上で表示するシステムもあれば，ある遺跡

の特定の区画を表示しその区画の中から指定され

た遺物の出土状況を表示するシステムもある．遺

跡からの遺物の出土分布を行うという点では同じ

であるが，同じシステムとは言い難いほどシステ

ム的には異なるものと考えられる．しかし，この

ような多様なシステムをそれぞれに実現するのは

効率的ではない．情報システムの観点から見ると，

これらの多様なシステムを統一的な枠組みの下で

統一的に扱うことが必要と考えられる．

ここで，三宮らは遺跡と遺物聞の階層性に着目

し，この階層性に基づいたデータ表現を提案して

いる［9］.ここでは，発掘調査機関，遺跡，遺構，遺

物群，ならびに，遺物の聞の関連について考察し

ている．また，土層，発掘記録，遺物の接合につ

いて検討している．しかしながら，前述のような

多様なシステムを統一的に扱うという観点からは

考察されていない．

そこで本論文では．遺跡からの遺物の出土分布

を行う多様なシステムを対象とし，遺跡と遺物聞

の階層性に着目して多様性に対処する方法につい
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て考察する． この区画から発掘されることになる．たとえ遺物

まず， 2で，遺跡と遺物・遺構閣の階層性につ の地理的位置（緯度，経度，標高）を測定する手

いて考察し，次に， 3で，遺跡に関する要素につ 法でも，遺跡をいくつかの区画に分割して整理す

いて考察する．そして， 4で，表示における階層 るのであれば，遺物は区画に属することに変わり

性について考察する．この後， 5で，階層性の統 はない．区画を含めた遺跡と遺物の閣の関連を図

一的な扱いについて考察し. 6で．システムの実 2に示す．

現について言及する．最後に， 7でまとめる．

2 遺跡と遺物・遺構聞の階層性

2.1 遺跡と遺物・遺構

当然ではあるが，遺跡からは遺物や遺構が出土

する．これはどの遺跡にもあてはまることである．

遺跡と遺物・遺構の聞の関連を図 1に示す．図中，

矢印は，例えば，一つの遺跡に対して遺物（遺構）

が多数存在することを示している．

図 1：遺跡と遺物・遺構の関連

遺跡から遺物と遺構が出土するが，遺物は遺構

の中から出土するととらえることもある［9］.図 1

では，このような捉え方ができるように関連を設

定している．

以降では，簡単化のため，遺物のみを対象に議

論する．

2.2 遺跡と区画

遺跡はある程度の広さを持っているので，遺跡

の発掘では，遺跡をいくつかの区画に分割して調

査することが良く行われる．ぞうすると，遺物は

図2：遺跡，区画と遺物の関連

一つの遺跡を一回の調査で発掘する場合は，お

おむね遺跡と遺物には，図 2に示した関連がある

と考えられる．

2.3 大規模な遺跡

遺跡が大規模になると，一回の発掘で遺跡全体

を調査することは困難になり，複数回の発掘調査

を行うことになる．発掘調査を導入した遺跡と遺

物の関連を図3に示す．

さらに，区画をいくつかまとめた領域（以降，区

画群と呼ぶ）を導入して，発掘調査を分かりやす

くすることもある．同様に，いくつかの発掘調査

をまとめることも考えられる．発掘調査のまとま

りを発掘調査群と呼ぶ区画群や発掘調査群を導入

した遺跡と遺物の聞の関連を図4に示す．

2.4 広域的な見方

ここまでは，一つの遺跡を中心に遺跡と遺物等

の聞の関連について見てきた．しかし，広域的に

見ると，一つの遺跡は一つの点にすぎないことも

良くある．この場合，ある地域に遺跡が存在する

-28-



図 3：大規模遺跡の関連

発掘調査群

図4：区画群と複数の発掘調査

ことになる．

さらに，この地域はさらに大きな地域の一部と

して考えられることも良くある．例えば，堺市は

大阪府の一部であるといった具合いである．

以上述べた遺跡と地域の関連を図5に示す．地

域が自分自身と関連付いているのは，ある地域が

さらに大きな地域の一部となっていることを捉え

るためである．

図 5：地域と遺跡

2.5 遺跡に関係する階層性

これまで述べてきた遺跡に関する階層性をまと

めて図6に示す．

発掘調査群

図 6：遺跡と遺物に関する階層性

図6に示した階層関係を一度にすべて必要とす

る研究はほとんどないと考えられる．広域的な見

方をする研究では，一つ一つの遺跡よりも，多く

の遺跡の関連性や地理的関係に重点が置かれるで

あろう．ここでは， 一つの遺跡は地理上の一つの点
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として扱われる．一方，ある限られた地域の中の

遺跡群を対象とする研究では，一つの遺跡は多少

面的な広がりを持って扱われるが，遺跡が複数の

区域に区切られることはあまりないであろう．ま

た，ある遺跡にのみ着目する研究では，一つの遺

跡の中を区域に区切り，発掘状況が詳細に調査さ

れるであろう．ここでは，地域との関連は別途表

現されることが多い．

3 遺跡に関する要素の一般化

図6に示した地域から遺物までの7つの要素に

は，地理的な（広がりを表す）座標，ならびに，名

称という属性が共通にあると考えられる．また，要

素の中には地図と対応付き得るものが多数あるの

で，地図の情報（地図データ，縮尺，幅，高さ，解

像度，フォーマット等）も共通の属性と見なせるで

あろう．

一方，要素の中には自らの地図を持たず，上位

要素の（地図の中での）相対位置を持つのみのも

のもある．したがって，上位要素を参照可能とす

る必要もある．ここで，参照する上位要素は直上

位とは限らない．

また，要素の（本来の）形としては，点，四角

形，多角形，円や自由曲線が考えられる．表示上

は，大きさ（広がり）を持ったものが点で表され

ることもある．例えば，遺跡が一点で表されるよ

うな場合である．このような場合には，大きさを

持った要素の代表となる点を得るようなメソッド

が必要となる．これらはどの要素にもあてはまる

事項である．

そこで，図6に示した7つの要素のスーパクラ

スとして「表示要素」を導入する．すなわち，「表

示要素」は上記の情報を属性に持ち，また，共通

のメソッドを持つ．

以上述べた要素聞の関連をまとめて図7に示す．

図7では，スーパクラスーサブクラスの関連を， 三

角記号で表している．また．地域から遺物までの

要素聞の関連は，表示要素聞の関連としてまとめ

ている．

図 7：遺跡と遺物に関する階層性（2)

4 表示における階層性

これまでも述べているように，遺跡からの遺物

の出土分布表示には様々なものがある．例えば，広

域的な見方をする研究のためには，ある地域を全

体とし，おのおのの遺跡を点で表現して遺物の発

掘状況を表示することが求められる．一方， 一つ

の遺跡に着目する研究では，その遺跡を全体とし，

発掘の区画さえも大きさを持ったブロックとして

遺物の発掘状況を表示することが求められる．こ

こでは，これらの表示における階層性について考

察する．

まず，表示における「全体」というものが存在

する．広域的な見方をする研究では，ある地域が

全体であり，一つの遺跡に着目する研究では，そ

の遺跡が全体である．

次に，検索の「対象」が存在する．例えば，遺

物出土分布表示における遺物が対象である．多く

の場合，対象は遺物であると考えられるが，遺物

に固定されるものではない．例えば，遺跡が対象
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となることもある．これは，ある地域での貝塚遺 理対象とすることとし，この「全体J，「集約単位J

跡の数を表示するような場合である． と「対象」のおのおのに対して実際のどの要素と

さらに，対象をまとめる単位（集約単位）が存 対応付けるかを指定しておくことにより汎用的な

在することがある．広域的な見方をする研究では， 遺物出土分布表示システムが実現できると考えら

点で表される遺跡であり，一つの遺跡に着目する れる．図 8に示した表示に関する要素（全体，集

研究では，例えば，発掘の区画である．この集約 約単位．対象）は，図 7に示した表示要素と，必

単位ごとに，遺物の発掘状況が集計される． 要に応じて「対応する」という関連を持つものと

この「全体J，「集約単位」と「対象」聞の関連 捉えられる．

を図8に示す． 以上述べた要素聞の関連をまとめて図9に示す．

図 8：表示における階層性

この「全体」は，ある地域の場合もあれば，あ

る遺跡（全体）の場合もある．また，ある発掘区

画の集まりである場合もある．同様に，「集約単位」

は，ある（小）地域の場合もあれば，ある遺跡の場

合もある．また，ある発掘区画の場合もある．た

だし，「集約単位」は「全体」よりも階層性が低い

単位である．

5 複雑な階層の統一的な扱い

図 9：出土分布に関する要素間の関連

2と3では，遺跡に関する要素の聞には複雑な

階層性があることを見てきた．地図上での遺物等

の発掘分布の表示では，この階層性を考慮しなけ 6 システムの実現について

ればならない．

一方， 4では，表示に関する階層性を見てきた．

表示における階層性は非常に単純である．したがっ

て，表示における階層性を中心に考えることによっ

て，汎用的な遺物出土分布表示システムが実現で

きるのではないかと考えられる．すなわち，表示

にあたっては，「全体」，「集約単位」と「対象」を処

このシステムを関係データベースを用いて実現

することを考える．

「全体」に対応する要素の地図が表示されてい

るとすると，そこに「集約単位」ごとに「対象」を

集計した結果が表示されることになる．したがっ

て，標準データベース言語SQLを用いると，「集約
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単位」ごとにグループ化して「対象」の個数等を

求めるということになる．

例えば，ある遺跡の区画ごとの皿の出土度数を

求める場合は，「全体Jが”遺跡ヘ「対象」が”皿ヘ

「集計単位」が”区画”である．この場合，以下のよ

うな SELECT文を発行することになる．

SELECT区画， count（遺物番号） FROM遺物

問団E種別＝’皿’

GROUP BY区画

また，例えば，大阪府の遺跡ごとの皿の出土度

数を求める場合は，「全体」が”大阪府”，「対象Jが”

皿”，「集計単位」が”遺跡”である．この場合，以下

のような SELECT文を発行することになる．

SELECT遺跡．遺跡番号， count（遺物番号）

FROM遺跡，遺物

WHERE遺跡．遺跡番号＝遺物．遺跡番号

AND遺跡．所在地 like”大阪府”

AND遺物．種別： ＇皿’

GROUP BY遺跡．遺跡番号

ここでは，遺物テーブルに遺跡番号が含まれてい

るとしたが，遺跡が区画に分かれていて，かつ．遺

物テーブルに遺跡番号が含まれていない場合など

は，さらに複雑な SELECT文を用いなければなら

ない．

このように「全体」，「集約単位」と「対象」のお

のおのに対する実際の遺跡に関する要素との対応付

け，ならびに，遺跡に関する要素閣の関連から，シ

ステムが自動的に判断して上記のような SELECT

文を作成する必要がある．

7 おわりに

本論文では，遺跡からの遺物の出土分布を表示

する多様なシステムを統一的に扱う枠組について

考察した．遺跡と遺物聞に存在する階層性を考慮

し，表示における階層性に基づくことにより多様

な遺物出土分布表示システムを統一的に扱える可

能性を示した．

今後は，本論文で述べた枠組みに基づく遺物出

土分布表示システムの実現が課題である．
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